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今週になって学校敷地内の樹木の剪定・管理 

のためにシルバー人材センターの皆さんに作業 

していただいています。校門横のサザンカの枝 

もかなり切り落としてもらいました。すっきり 

としすぎて素人目には大丈夫かな？と思うので 

すが、この方が樹木の成長のためにはよいのだ 

そうです。そういえば校長室内の鉢植えのパキラもこの時季は古い葉をどん 

どん落としているところです。植物はそれぞれの方法で新陳代謝を行うこと 

で、近付く春に向けて準備をしているのでしょうね。 

2/9(金)スキー学習会＆３年生の頑張り 
 去る 9 日(金)はまたとない好天に恵まれ、４～ 

６年生のスキー学習会を無事に行うことができま 

した。教員７名のほか、保護者・地域から 18 名 

もの方々に指導者としてご協力いただき、大変あ 

りがたかったです。帰校した子供たちは皆、自分 

なりの技術向上ができ、満足げな表情でした。当 

日の学校ＨＰでも取り上げていますので、ぜひご覧ください。 

 さて、この日、上学年がいなくなった学校で荻っ子のリーダーとして頑張ったのは 3 年生でした。放送 

や給食等の委員会の仕事を分担するだけでなく、３・４限は１～３年合同の集会「えがおでなかよく 思

い出にのこるパーティー」を主催し 

てくれました。体育館を全体の集合 

場所に、途中のゲームタイムでは校 

内の各所に散らばって、的当て、輪 

投げ、ジェスチャーゲーム、空き缶 

積み等を楽しみます。楽しむ側は１・ 

２年生に譲り、３年生はホスト役と 

してゲームの説明と進行役に徹して 

いました。そして、それぞれのコー 

ナーではもれなく景品がもらえる仕 

組みです。どうやったら楽しい集会 

になるのかを考え尽くしていること 

が伝わりました。3 年生が日頃から 

学級の「お誕生会」等で積み重ねて 

きた経験も大いに生きていると感じ 

ました。3年生の力はすごいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒部市立荻生小学校 

文責：校長 寺島紀子 

令和６年２月１６日 

５年度第３３号 

 



★この「校長室だより」のカラー版は本校ホームページをご覧ください。★ご意見、ご感想をお待ちしています。下に記入しご提出ください。 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

校長室だより第３３号への感想                         年 児童名   

2/14(水)不審者対応の避難訓練を行いました 

グラウンドに不審な人物が侵入したという想定で訓練を行いました。保健室から校内電話で第一報が入

り、職員室内の職員で不審者への対応、各教室への連絡、警察への通報を分担しました。全校児童は体育

館に避難しました。訓練終了後は、黒部警察署の方に講評をいただきました。 

◎１階の外回りの戸や窓がよく施錠されていた。 

◎児童の避難がとても静かに速やかに行われた。 

◎不審者への初期対応が、不審者を刺激し過ぎない 

ように行われていてよかった。（安全確保を第一 

に、パトカー到着まで時間を稼ぐことが大切） 

※不審者と適度な距離を取りつつも視線はそらさず 

不審者に背中を向けないこと。手は後ろに組まず 

に前に。不審者を刺激しないように刺
さす

叉
また

を持たないときもあるが、バインダー等を手にしているとよい。 

▲不審者が手に取りたくなるようなスコップ等は校舎周辺に置いておかない方がよい（校舎内にしまう）。 

シリーズ「教室におじゃまします」2/14(水)６年算数科の巻 

 授業は「算数の学習を仕上げよう」の段階に入っています。この日は「量 

の比べ方と単位」の学習でした。まず、和楽器の尺八の長さについて考えま 

す。語源でもある「一尺八寸」を手がかりに、 

 １尺＝約 30｡3cm １寸＝約 3.03cm とし 

て計算し、 30.3＋3.03×８＝54.54 (cm) 

花火の三尺玉とアニメ「呪術廻戦」でもおな 

じみの五寸釘も取り上げられていました。日本 

古来の尺貫法は、メートル法が当たり前の現代人 

には難しい面がありますが、「もとにする大きさ 

の何こ分かで量を表すこと」は同じですね。 

 教科書にはデシ、センチ、ミリ、デカ、ヘクト、キロ、…といった大きさを 

表す言葉の早見表も載っていました。一覧になっていて分かりやすいです。 

 次に、ボールペンの長さ…15㎝、北海道の面積…約８万㎢、エレベーター 

1 台に乗る重さ…450㎏、…と、当てはまる単位を考える問題に取り組みました。どれも 5 年生までに

学習した内容ですが、もう一度復習です。 

 発展として、荻生小学校の航空写真を 

使って、大まかな面積も求めました。縮 

尺を基に１ha の正方形を描いて考えまし 

た。いろいろな量を測定し、単位を使っ 

て捉えること、生活経験と合わせて量を 

実感することは算数の大切な学習です。 

おまけの＜ひとりごと＞毎回各教室の様子を取材しますが、６年生ともなると写真を撮られるのを嫌がる子が多くなってきます。
心の発達の段階を考えると確かにそうだろうなあと思います。カメラを持ってあまり近付きすぎないようにしています。私はか
つて中学 1 年生を６回担任したので、この時期の６年生を見ていると、もうすぐ「ああいう感じの」中学生になるのかなぁ…な
どと勝手に想像しています。６年生は先日の明峰中での入学説明会も終え、「もうすぐ中学生だ！」という意気込みと「大丈夫か
なぁ？」という不安な気持ちが入り交じった表情や言動が見られます。残り少ない小学校生活を一日一日楽しんでほしいです。 


